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物品管理機関の代行機関の設置に伴う事務範囲及び事務の指定並びに事

務処理要領について（通知）

標記について、防衛装備庁の物品管理に関する訓令（平成２７年防衛装備庁訓令第

１０号 （以下「訓令」という ）に基づき代行機関の事務範囲は別紙第１及び別紙第） 。

２とし、物品管理法施行令(昭和３１年政令第３３９号）第９条第６項の規定に基づ

く事務の指定は別紙第３及び別紙第４のとおり定める。

、 、 。また 代行機関の事務処理要領については 別紙第５のとおり定めたので通知する



添付書類：別紙第１
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別紙第４
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別紙第１

物品管理官及び物品管理官代理の代行機関

部局 物品管理官の 物品管理官代理 事務の範囲

代行機関 の代行機関

防衛装備庁 防衛装備庁長 防衛装備庁長官 防衛装備庁の所掌事務に係る物品管

官官房会計官 官房会計官付総 理に関する事務のうち、次の各号に掲

付総括班用度 括班用度係長 げる物品管理に関する事務

。係長 １ 物品の管理換の措置に関すること

⑴ 防衛装備庁内の管理換に係る協

議

⑵ 管理換票の作成

２ 物品の取得、製造及び修理等に関

する措置の請求に関すること。

⑴ 物品購入及び製造の調達要求

一件（予算額）６０万円をこえな

いもの

⑵ 物品の修理の調達要求

一件（予算額）２０万円をこえな

いもの

⑶ 工事及び雑役務の調達要求

一件（予算額）６０万円をこえな

いもの

⑷ 印刷製本及び定期刊行物の調達

要求

一件（予算額）６０万円をこえな

いもの

⑸ 借料及び損料の調達要求

一件（予算額）６０万円をこえな

いもの

⑹ 学会費の支払いについての調達

要求（伺い承認後の要求）

⑺ 立替払をした者に対する支払の

調達要求（伺い承認後の要求）

⑻ その他

下記以外の調達要求



ア 他省庁からの振替予算科目

による物品及び役務の調達要

求

イ 国の所有に属する自動車等

の交換に関する法律（昭和２

９年法律第１０９号）に規定

する物品の要求

３ 物品の寄附受、借受、譲与、貸与

及び寄託の決定後の措置に関するこ

と。

４ 物品の受け入れ命令、払出命令、

受領命令及び返納命令に関すること

５ 不用決定を行った物品の処分に関

すること。

６ 物品の現況調査に関すること。



別紙第２

分任物品管理官及び分任物品管理官代理の代行機関

部 局 分任物品管理 分任物品管理官 事 務 の 範 囲

官の代行機関 代理の代行機関

防衛装備庁 航空装備研究 航空装備研究所 防衛装備庁の所掌事務に係る物品管

の各研究所 所にあって にあっては、管 理に関する事務のうち、次の各号に掲

は、管理部会 理部会計課長 げる物品管理に関する事務

計課長

。１ 物品の管理換の措置に関すること

陸上装備研究 陸上装備研究 ⑴ 防衛装備庁内の管理換に係る協

所、艦艇装備 所、艦艇装備研 議

研究所及び新 究所及び新世代 ⑵ 管理換票の作成

世代装備研究 装備研究所にあ ２ 物品の取得、製造及び修理等に関

所にあって っては、総務課 する措置の請求に関すること。

は、総務課課 課長補佐 会計 ⑴ 物品購入及び製造の調達要求（ ）

長補佐 会計 一件（予算額）３０万円をこえな（ ）

いもの

防衛イノベー 防衛イノベーシ ⑵ 物品の修理の調達要求

ション科学技 ョン科学技術研 一件（予算額）１０万円をこえな

術研究所にあ 究所にあって いもの

っては、総務 は、総務・会計 ⑶ 工事及び役務の調達要求

・会計ユニッ ユニットユニッ 一件（予算額）３０万円をこえな

トユニット長 ト長補佐 会計 いもの（ ）

補佐（会計） ⑷ 印刷製本及び定期刊行物の調達

要求

一件（予算額）３０万円をこえな

いもの

⑸ 借料及び損料の調達要求

一件（予算額）３０万円をこえな

いもの

⑹ 学会費の支払いについての調達

要求（伺い承認後の要求）

⑺ 立替払をした者に対する支払の

調達要求（伺い承認後の要求）

⑻ その他



下記以外の調達要求

ア 他省庁からの振替予算科目

による物品及び役務の調達要

求

イ 国の所有に属する自動車等

の交換に関する法律（昭和２

９年法律第１０９号）に規定

する物品の要求

３ 物品の寄附受、借受、譲与、貸与

及び寄託の決定後の措置に関するこ

と。

４ 物品の受け入れ命令、払出命令、

受領命令及び返納命令に関すること

５ 不用決定を行った物品の処分に関

すること。

６ 物品の現況調査に関すること。



別紙第３

物品管理官及び物品管理官代理が自ら処理する事務の指定

部 局 物品管理官 物品管理官代理 事 務 の 範 囲

防衛装備庁 防衛装備庁長 防衛装備庁長官 代行機関の事務の範囲のうち、物品

官官房会計官 官房会計官付会 管理官（代理を含む）が自ら処理する

、 。計管理官 事務の指定は 次の各号の事務とする

。１ 物品の管理換の措置に関すること

⑴ 他機関との管理換の協議

⑵ 訓令第１３条２項の供与物品及

び貸与物品

２ 物品の取得、製造及び修理等に関

する措置の請求に関すること。

⑴ 中央調達に関する調達要求書

⑵ 物品購入及び製造の調達要求

一件（予算額）６０万円をこえる

もの

⑶ 物品の修理の調達要求

一件（予算額）２０万円をこえる

もの

⑷ 工事及び雑役務の調達要求

一件（予算額）６０万円をこえる

もの

⑸ 印刷製本及び定期刊行物の調達

要求

一件（予算額）６０万円をこえる

もの

⑹ 借料及び損料の調達要求

一件（予算額）６０万円をこえな

いもの

⑺ その他の調達要求

ア 他省庁からの振替予算科目に

よる物品及び役務の調達要求

イ 国の所有に属する自動車等の

交換に関する法律（昭和２９年



法律第１０９号）に規定する物

品の要求



別紙第４

分任物品管理官及び分任物品管理官代理が自ら処理する事務の指定

部 局 分任物品管理 分任物品管理官 事 務 の 範 囲

官 代理

防衛装備 航空装備研究 各研究所長 代行機関の事務の範囲のうち、分任物

庁の各研 所にあって 品管理官（代理を含む）が自ら処理する

究所 は、管理部長 事務の指定は、次の各号の事務とする。

１ 物品の管理換の 措置に関するこ

陸上装備研究 と。

所、艦艇装備 ⑴ 他機関との管理換の協議

研究所及び新 ⑵ 訓令第１３条２項の供与物品及び

世代装備研究 貸与物品

所にあって ２ 物品の取得、製造及び修理等に関す

は、総務課長 る措置の請求に関すること。

⑴ 中央調達に関する調達要求書

防衛イノベー ⑵ 物品購入及び製造の調達要求

ション科学技 一件（予算額）３０万円をこえるも

術研究所にあ の

っては、総務 ⑶ 物品の修理の調達要求

・会計ユニッ 一件（予算額）１０万円をこえるも

ト長） の

⑷ 工事及び雑役務の調達要求

一件（予算額）３０万円をこえるも

の

⑸ 印刷製本及び定期刊行物の調達要

求

一件（予算額）３０万円をこえるも

の

⑹ 借料及び損料の調達要求

一件（予算額）３０万円をこえない

もの

⑺ その他の調達要求

ア 他省庁からの振替予算科目によ

る物品及び役務の調達

イ 国の所有に属する自動車等の交



換に関する法律（昭和２９年法律

第１０９号）に規定する物品の要

求



別紙第５

代行機関の事務処理要領

１ 代行機関に指定された事務を処理するときは、調達要求書に「代行機関専決処理

」の印を上方欄のほぼ中央に押印（朱色）し、代行機関が行うものであることを明

らかにする。

また、代行機関の定める範囲内であっても、その所属する物品管理機関（以下「本官

」という ）において処理することが適当とされた場合、代行機関自らはその事務。

をしないこととした事務については、明確に調達要求書上に「本官決裁」の印を本

官決裁欄上に押印（朱色）し、表示（下記記載例：参照）しておかなければならな

い。

２ 調達要求書の決裁欄は従来どおりの表示を行い、決裁は代行機関限りとする。

３ 代行機関は、予責法上の責任を課せられているが、根本的には専決処理を行う機

関であることから、その事務処理上必要な関係書類に捺印する印鑑はすべて当該本

官の公印を使用し、表示も本官名とする。

４ 本官は、次の各号に掲げる場合は、代行機関に代行させることとした事務を自ら

処理するものとする。

⑴ 代行機関として任命された官職にある者が欠けた場合

⑵ 代行機関として任命された官職にある者が出張、休暇又は欠勤により、その職

務を行うことができないと認められる場合

⑶ 代行機関として任命された官職にある者が休暇又は停職を命ぜられた場合


